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 年 月 		日 	時から
 年 月 	
日 時（）
鉛直層数 （地表面付近を詳細に設定）
 水平解像度 × 秒程度
微物理    !"
短波放射 #
長波放射 #
接地境界 "$%"  &'%'() *&$
惑星境界 +










本上陸時でも  と第二室戸台風（ ）に次
ぐ強度を維持して上陸している．伊勢湾台風の経路，中


































 3//   "'
4 	2度 	1 3//  		/3/1
4	 	2度 1
 //  	//
..0 	2度 
 3//   "'
54 $	 	度 	 3//  		/	/1














これらのデータは水平解像度は /度（約   #）か
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側境界に近付く，十分に発達した 日以降では 2 #
以下のケースと   #，  #のケースで台風の発
達に差が生じている．最低中心気圧では，  #から





す．計算初期では 2  #以内に，日 時では 
 #程度の範囲に風速  #.の領域が含まれている．こ
のことから，台風の強風域（ #.以上）が計算領域














































































最低中心気圧に達するまでに   #以下では同じよう
に台風が発達していくのに比べて，，  #では発
達が約  抑制される．また，最低中心気圧に達し








































































 #とそれよりやや弱い ，  #と最も低風速を示す
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u2 cos θ 4&5
ここで，ζ は高潮偏差 6#7，添字 p，w は気圧，海上
風要因，pは気圧 67で添字 0は基準気圧，kは定数
（= 4.8× 10−2），F は湾の岸沖距離 6 #7，hは平均水
深 6#7，uは風速 6#.7，θは湾の岸沖方向と風向のなす
角を示す．計算は伊勢湾を対象にして，湾の岸沖距離


















































/ 対象となる台風の   データを確認（台風

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